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「イマゴ・デイ」と調和の輪

関連リンク：魂の五つの地図, 調和主義と諸伝統, 調和の輪, Logos, ダルマ.



「イマゴ・デイ」――すなわち、人間は神の像と似姿として創造されたというキリスト教の教義――は、思想史において最も重要な人類学的主張の一つである。 この教義は、人間の尊厳、地位にかかわらずすべての人間に与えられる道徳的地位、そして現代世界が今や当然のこととしている権利を有する人格という全体構造の基盤となっている。西洋文明から「イマゴ・デイ」を取り除けば、それに取って代わった世俗的な足場は一世代のうちに崩れ去るだろう――この教義の文化的余韻が薄れ、「人間の尊厳」を支える土台が哲学的に脆弱になるにつれ、この事実はますます明らかになっている。

しかし、この教義の深遠さは、その社会学的有用性を超えている。「イマゴ・デイ」を注意深く読み解けば、そこには人間が「何であるか」についての正確な形而上学的主張が込められている。すなわち、人間とは、神の秩序を反映し、それに参与するように存在論的に構成された被造物であり、その最高の活動は、その神似を具現化することである。 これは、調和論（ホイール）が異なる語彙を用いて明言しているのと同じ主張である。キリスト教的人間学が「イマゴ・デイ（imago Dei）」と言うところ、調和論はこう言う。すなわち、人間は構造的に「神の栄光（Logos）」に参加するよう秩序づけられており、その参加が展開される領域を「輪（Wheel）」が描き出しているのだ。


機能する区別

教父たちの伝統は、セプトゥアギンタ訳による創世記1章26節の訳語——kat’ eikona kai kath’ homoiōsin（「像に従って、また似姿に従って」）——に従い、この二つの用語が実質的な区別を示すものと解釈した。 Eikōn（像）は、生来の賜物を指す。すなわち、人間は、その道徳的状態にかかわらず、人間であるという事実そのものによって、神の像そのものなのである。Homoiōsis（似姿）は、養われるべきものを指す。すなわち、全人格を神のいのちの型へと能動的に適合させることである。

2世紀にグノーシス派に対抗して著述したリヨンのイレネウスは、『異端反駁』において、この区別を構造的なものとした。「像」はすべての人間が生まれながらに持つものであり、「似姿」は御霊によって成長していくべきものである。 人類は「像」として創造され、「似姿」から堕落し、キリストの御業によって「似姿」へと回復される――これがイレネウス神学の骨格である。オリゲネスはこれをさらに精緻化した。「像」とは神の似姿への「能力」であり、「似姿」とはその「実現」である。この構造は二層から成る。すなわち、与えられたものと、なるべきものである。

これは偶然の比喩ではない。これは「存在の輪（ホイール）」が要求する正確な文法である。中心にある「存在」は本質的なものであり――「像」――すべての人間が存在論的な与えられたものとして携えているものである。七本のスポークは「育成」に関わるものであり――「似姿」――その与えられたものが実現される領域である。 この「車輪」の7+1構造は、キリスト教が借用したものではない。それは、キリスト教が『創世記』の注解用語を用いて明示したのと同じ構造的真理を形式化したものである。二つの伝統が、全く独立した教義的出発点から同じ構造に収束するというのは、まさに『調和実在論』が予測する種類の収束である。すなわち、その構造は実在するものであり、十分に深く探求するあらゆる伝統がそれを見出すのである。



マクシムスと「ロゴス」

キリスト教東方における「イマゴ・デイ（神の像）」の最も深い展開は、7世紀の神学者マクシムス・コンフェッサーを通じて見られる。彼の『アンビグア』と『タラシオスへの問答』は、東方正教会において最も形而上学的に密度の高い著作群を構成している。 マクシムスの革新は『ロゴイ（logoi）』の教義にある。すなわち、あらゆる被造物には内なる理性的原理、すなわちその『ロゴス（logos）』があり、それは個々の本質であると同時に、唯一の神の『ロゴス（Logos）』への参与でもある。神は『ロゴイ』を通じて創造を行う。『ロゴイ』とは、神の御心の中に存在する各被造物の創造以前の設計図であり、あらゆる被造物の本来的な営みは、神の『ロゴス（Logos）』に順応することによって自らの『ロゴス』を実現することである。

これは、存在論的レベルで具体化されたimago Deiである。人間は、単に類比的な意味で神に似ているだけではない。人間自身のlogosは、神聖なLogosの分化された表現であり、正しい人間の生とは、個々のlogosが唯一のLogosの中に安息し、それに参与し、それを顕現させる活動である。 『アンビグア』第7篇におけるマクシムスの公式：あらゆる被造物のロゴスは、Logos（唯一のロゴス）の中に安息を見いだすものである。これは比喩ではない。それは存在論である。

『ハーモニスト・カスケード』との収束——Logos（道）→ Dharma（道）→ the Way of Harmony（調和の道）→ Harmonics（調和論）——は正確である。Logos（道）は現実の内在的な秩序である。Dharma（調和）は、Logos（道）との人間による調和である。the Way of Harmony（調和の道）は、その調和を実現するための応用倫理と実践である。Harmonics（調和論）は、生きた表現である。 マクシムスの連鎖は次のように流れる：Logos → 被造物のlogoi → 人間のlogosがその参与を現実化する修養 → 成就としてのtheōsis。用語は異なるが、構造は同じである。

両方の伝統を注意深く読む読者は、マクシムスのキリスト教とハーモニズムが、同じ神について論争している二つの宗教ではないことを即座に理解するだろう。それらは、同じ構造的真理の二つの形式化に過ぎない。 マクシムスは、キリストにおいて肉となったヨハネ的「Logos（神の御言葉）」というレンズを通して真理を読み解いた。調和主義は、創造を統治し組織化する原理としての「Logos（神の知恵）」という、より広範な構造を通してそれを読み解く。これらは同一の教義的コミットメントではない――キリスト教は調和主義が主張しない特定の歴史的主張を掲げている――が、人間観、人格の存在論、そして人間の修養の軌跡は、構造的に同型である。



ニッサのグレゴリオスと無限の昇華

4世紀に著述したニッサのグレゴリオスは、現代の形成教育学では捉えきれないような形で、「imago Dei（神の像）」という形成の軸を鋭くする概念を導入した。「Epektasis」——ギリシャ語のἐπεκτείνομαι（「前へ伸びる」）に由来する——とは、魂が神へと絶えず拡張していくことを指す。 グレゴリオスの『モーセの生涯』および『雅歌の説教』において、人間が神の似姿に参与することは、到達し維持すべき状態ではなく、無限の昇華である。すなわち、一つの達成が次の地平を開き、一つの合一が次の渇望を呼び起こし、神へと向かう魂の「進歩」そのものが、安息の形態となるのである。

これこそが、霊的達成に関するあらゆる静的な概念に対する、キリスト教における最も重要な修正である。『ホモイオシス（神への似姿）』は、高台ではない。それは果てしない上昇である。人間は、聖杯が縁まで満たされるという意味で完全に神のようになるのではない。人間は、聖杯そのものが、そこに宿る命が深まるたびに――無限に――拡大されるという意味で、神のようになるのである。

『調和の道』もまた、同じ構造的洞察を内包している。「道」は螺旋であり、円でも直線でもない。八つの領域——「存在」、「健康」、「物質」、「奉仕」、「人間関係」、「学び」、「自然」、「レクリエーション」——を巡る各回は、前回よりも高い次元で機能する。実践者は「輪」を「完結」させて次に進むのではなく、輪の奥深くへと入り込んでいくのであり、その一巡ごとに、輪が内包しうるものの広がりが生じるのである。 グレゴリーの『エペクタシス』は、キリスト教の観点から名付けられた同じ動きである。

その帰結は重要だ。修養を固定された形態の達成とみなす教育法は、やがて定型化へと陥ってしまう。一度到達した形態は、牢獄と化すのだ。修養を無限の昇華——上限のない参与の漸進的な深化——とみなす教育法は、生涯を通じてその活力を保ち続ける。 調和的教育学とグレゴリオ神学は、まさにこの点において一致する。



アクィナスと参与形而上学

トマス・アクィナスは、13世紀の『神学大全』においてラテン伝統を体系化し、「imago Dei（神の像）」を参与形而上学の文法で表現した。 アクィナスにとって、有限な存在は、esse（存在の行為）に参加することによってのみ、その存在としてあるのである。このesseは、神自身の本質（ipsum esse subsistens）と同一である。人間は、あらゆる被造物と同様に神の存在に参加する。しかし、人間は像として参加するのである。なぜなら、人間は、被造物としての様式において、神自身の知と愛を反映する知性と意志の力を備えているからである。 この「像」は、恩寵の秩序においてさらに強められる。そこでは、人間は単に自然的な方法だけでなく、神自身の自己認識の様式において、神を知り、愛するに至るのだ。

トマス派のこの展開は、哲学的な循環を完結させる。参与とは曖昧な比喩ではない――それは、有限存在が存在し得る一方で、無限を尽くすことのないようにするための、技術的な仕組みなのである。あらゆる被造物は「存在を『持つ』」が、神のみが「存在そのものである」。 あらゆる被造物は参与によって善であり、神のみが善そのものである。すべての人間は、マクシムスやヨハネの序文が神と同一視する唯一の「Logos（神の御子）」への参与によって、神の像である。

調和主義（調和主義）は、同じ参与的形而上学の領域で機能し、その語彙は独自の用語に限定されている。すべての人間は、その人生が「Logos（神の御子）」に参与する度合いにおいて、「ダルマ（神の御子）」にある。その参与の構造的枠組みを「The Wheel（車輪）」と呼ぶ。 「調和の道」はその軌跡を指し示す。修養とは、この参与を漸進的に深化させることである。トマス派の参与形而上学と調和主義の存在論は、競合する説明ではない。それらは、神学的な具体化の異なるレベルにおける同一の構造なのである――キリスト教はキリスト論を通じて具体化し、調和主義は「輪」と五つの地図学を通じて具体化する。



伝統が分岐する点

収束は同一性ではない。知的誠実さには、その分岐を明確に示すことが求められる。

キリスト教は、ハーモニズムが主張しない歴史的な主張を掲げている。すなわち、Logos（神の御子）が特定の1世紀のガリラヤ人として肉となったこと、この受肉が歴史の二度と繰り返されない中心であること、そしてhomoiōsis（神への似姿）の回復は、教会の秘跡的な生活への参与を通じてなされるということである。これは些細な付記ではなく、伝統を支える柱である。 『ハーモニズム』を読むキリスト教神学者は、キリスト論的な具体化がなければ、その構造は決定的な歴史的拠り所を欠いていると正当に指摘できるだろう。

『ハーモニズム』は、Logos（神の現れ）が被造物全体に遍在し、十分に深く探求するあらゆる伝統を通じて自らを顕現させると主張する。それは、キリスト教の主張を、Logosの自己顕現の一つの様相——受肉という伝統に特有の様相——として認めつつも、その体系の一貫性をその様相の排他性に依存させることはない。 イスラムの地図論、ヘシカストの地図論、インド、中国、そしてアンデスの各地図論は、それぞれ独自の構造を通じて、同じ至高の神（Logos）を顕現させている。これはキリスト教の主張よりも広範な主張であると同時に、より非特異的なものでもある。この普遍主義は具体的な歴史的コミットメントにおいて代償を伴うというキリスト教神学者の反論は正当なものであり、ハーモニストは単なる多元主義の姿勢とは異なる形でこれに応答しなければならない。

調和主義者の答えはこうだ。地図学の枠組みを超えて示される「構造」は実在するものであり、歴史的な具体化――キリスト教におけるキリスト、イスラム教における預言者の封印としてのムハンマド、『バガヴァッド・ギーター』におけるクリシュナの化身としての教え、仏陀の悟り――は、それぞれが文明規模でその構造を受け継ぎ、伝達した方法として、それぞれの系譜において権威を持つものである。 ハーモニズムは、これらの具体化の形態の間に裁定を下すものではない。それは、各々が符号化する「アーキテクチャー」を明示し、その「アーキテクチャー」が人生において具現化されるための実践を育むものである。それは、いかなる単一の伝統が行うものとも異なる種類のコミットメントである――それより劣るわけでも、優れているわけでもなく、単にスケールが異なるのである。



実践化された「神の像（イマゴ・デイ）」としての車輪

その実践的な含意こそが、この収束が「生きた建築」として可視化される場所である。『イマゴ・デイ』を真剣に受け止めるキリスト教徒は、車輪の領域を、その「似姿」が育まれる具体的な領域として認識するだろう。在（プレゼンス）とは、心へと降りてくる「ヌース」である。 健康とは、神殿としての身体を管理することである。物質とは、被造物を正しく用いることである。奉仕とは、キリストが神への愛と同一視した、隣人への能動的な愛である。関係性とは、アガペーが肉となる場である。学びとは、知性が被造物とその創造主の理解可能性へと昇華することである。自然とは、あらゆるキリスト教神学が善であると認める被造物である。レクリエーションとは、神自身の無償の自己奉献を映し出す遊びである。

この「輪」は、キリスト教神学の体系に取って代わるものではない。それは、具体的な実践のレベルにおいて、同じ領域を描き出すものである。「輪」を歩むキリスト教徒は、自らの伝統における最も深遠な神学が描く人生を歩んでいるのである。マクシムス、ニッサのグレゴリオス、トマス・アクィナスを読むハーモニストは、異質なテキストを読んでいるのではない――彼らは、キリスト教の語彙で綴られた自らの建築図面を読んでいるのである。

これこそが、キリスト教の特定の領域において「5つの地図」が主張するところである。キリスト教の地図学は、霊的生活に関する多くの「視点」の一つに過ぎないものではない。それは、真の内なる領域を描き出した文明規模の伝統の一つであり、その地図は、ヘシカスト、シトー会、カルメル会、イグナチオ会、フランシスコ会、ラインラントといった生きた系譜が真剣に実践されている場所であればどこでも、今も生き続けている。 「車輪」と「imago Dei（神の像）」は、実践の場で出会う。その出会いが、ハーモニズムとキリスト教が競合相手ではなく対話者となる土台となる。



関連リンク：心のヘシカスト的地図学, ロゴス、三位一体、そして「一」の構造, 宗教と調和主義, 調和の輪, 車輪の構造.
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